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　昭和小学校の目指す人間像は、「目あてをさして進む人」「まごころを尽くす人」
「からだを丈夫にする人」。理想的な人間形成のための土台を作り上げるべく、学校
と家庭が一体となって、子どもたちの成長を促し、導いています。

　実質を尊んで、虚飾を排除する誠実な生活態度を身につける一方で、充実した社
会生活を送ることができるような、堅実な能力を獲得することを教育の柱としてい
ます。たとえ困難に遭遇しても、決してくじけることのない人間的な強さを持ち、
豊かな潤いのある発想のもと、他人に対しても温かな思いやりの持てる人格を育て
ます。

●中学・高校、そして大学へと進学する上で、小学校時代の
学力は堅固なものでなくてはなりません。そのため、小学校の学習内容を早くに完
結させ、もう一度これを繰り返し、さらにそれをまた繰り返すという努力が重ねら
れています。

●基礎学力の養成は、学校における教師の指導に委ねられ、児童自
らの努力で身につくよう学習が進められています。社会・理科・音楽・図工・体育・
英語・家庭など専科制も多くとり入れ、児童の能力の伸長に努めています。

●年間を通して全学年で行われる「総合学習」は、他に類を見な
い昭和独自の学習方法です。復習と創造的学習が組み込まれた自主学習であるため、
人間的な成長にも大きく寄与します。

　真下　峯子　

　学んだ知識を知恵として生かし、自立した個人として世界への飛躍をめざす、
そんな子どもたちを育んできました。全人教育の理想を掲げつつ、毎日の学習
指導、生活指導を着実に行っています。
　多様な価値観が交錯するなか、先行き不透明な時代をたくましく、心豊かに
生き抜く子どもたちであってほしい。保護者の方々と私たちとの共通の願いを、
力と心を合わせてぜひ実現しましょう。

上級学校に
進むには

昭和中学校への進学については推薦制度があり、小学校長の
推薦を受けた者は全員が進学できます。男子児童の進学につ
いては深い配慮がなされます。
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